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第５９６回 放送番組審議会 

 

１．日 時  2023 年 5 月 9日（火） 午後 1 時 00 分～  

 

２．開 催 場 所  テレビ岩手 6 階大会議室 

 

３．委 員 総 数   9 名 

出 席 委 員    7 名 

委 員 長 

副 委 員 長 

委   員 

 前田 千香子 

緑川 智恵子 

蛎﨑 奈津子 

 委   員  

委      員 

委   員 

委      員 

 

 久保 公人 

林  伸彦 

岩城 択 

葛尾 敏哉 

 

 

欠 席 委 員  2 名   

委    員 

委    員 

 菊地 文彦 

岩舘 めぐみ 

社側出席者       

榧野 信治 

福士千恵子 

代表取締役社長 

取締役副社長 社長補佐・報道制作担当 

池田 学 常務取締役 経営企画・関連会社担当 

小形 恵一 報道制作局長 

丸谷 尚史 報道制作局制作部担当部長 

 

事 務 局  

       藤村 惠一 （編成局長兼編成部長） 

 

    



４．議 題 

１. 3 月 25 日（土）13：55～14: 50 

「なないろいわて～四季を彩る自然と文化～」 

2. その他 

 

５．資 料  (資料として以下のものを配布) 

 ・視聴者からのご意見 

 

６．意    見 

【委 員 側 意 見】 

○神秘的かつ幻想的な世界を、岩手の四季とともに映像で表現した、とても素敵な番組だった。 
○「のん」さんの語り口も親近感があり、普段着の感じでとても見やすい番組だった 
○素晴らしい岩手の景色がぎゅっと凝縮されて、岩手の奥深さや文化、風土の豊穣が一気に見られた 
○タイムラプスによる映像を見ると、植物も生き物だし、刻一刻と変化する地球自体も生き物だと 
再認識させられた 

○何日か空振りもありながら、撮りためたものだと考えると、大変貴重な映像だと思った 
○それぞれの色に見せられた人々を通して、その色の持つ奥深さを知ることができた 
○奥深い色を持つ岩手の良さを、誇りとともに皆で守っていこうという様なメッセージを感じた 
○色の中での季節感が前後していて違和感があった 
○目に見えるものだけでなくて炭の音やブナ林の葉擦れの音など、音を取り上げていた 
○植物と動物と人の営みとしての伝統芸能や行事、農林業など岩手の様々な風物を、全て色という 
切り口でまとめ本当に意欲的な番組だった 

○詩のような絵本のような番組だと感じた 
 
【局 側 意 見】 

○岩手の春夏秋冬の自然や暮らしを彩る色にまつわる物語を一年かけて撮影した映像を収めた 
○美しい映像を引き立てようと、あえて人物には寄せ過ぎないようにした構成にした 
○タイムプラスなど撮影技術にもこだわった 
○四季の順番、時系列でいくのが一番分かりやすいが、そうすると色の括りというのが 
非常に分かりにくくなると思い、今回の構成にした 

 
 
７．審議機関の答申または意見の概要公表の方法及び年月日  
 ①自社放送  5 月 23 日（火） 11： 45-11： 52「あなたと歩むテレビ岩手」  
 ②テレビ岩手本社での据え置き  
 ③読売新聞への掲載  
 ④自社 HP での掲載  https://www.tvi.jp/tviweb/deliberation 


